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議
員
が
聞
い
た

　
　
　
こ
ん
な
こ
と

　
皆
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る
大
切
な
内
容
に
つ
い
て

市
議
会
議
員
が
市
に
対
し
て
質
問
を
行
い
ま
す
。

　
12
月
定
例
会
で
は
、14
人
の
議
員
か
ら
34
項
目
の

質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問
と
は

般

一

質

問

一
般
質
問
を
含
め
た
本
会
議
の
内
容
は
、
録
画

で
も
配
信
し
て
い
ま
す
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
議
会
中
継
」
か
ら
御
覧
く
だ
さ
い
。

　
復
興
公
営
住
宅
を
含
め
、
マ

ン
シ
ョ
ン
や
ホ
テ
ル
な
ど
高
さ

10
㍍
以
上
の
中
高
層
建
築
物
が

増
え
て
い
る
。
中
高
層
建
築
物

火
災
な
ど
の
都
市
型
火
災
対
策

へ
の
取
組
は
。

　
当
該
建
築
物
の
使
用
開
始
前

に
、
周
囲
の
状
況
、
消
防
水
利
、

消
防
車
両
の
部
署
位
置
、
消
防

用
設
備
等
の
確
認
を
す
る
た

め
、
警
防
調
査
を
実
施
し
て
い

る
。
ま
た
、
警
防
隊
で
は
訓
練

塔
で
都
市
型
火
災
を
想
定
し
た

消
火
・
救
助
訓
練
等
も
実
施
し

て
い
る
。

　
緊
急
車
両
が
入
れ
な
い
路
地

や
電
柱
等
で
近
づ
け
な
い
場
所

を
想
定
し
、
高
層
階
の
状
況
確

認
や
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
伝
達
等
、

救
急
対
応
が
可
能
な
ド
ロ
ー
ン

の
導
入
の
検
討
は
。

　
市
内
で
は
ド
ロ
ー
ン
の
使
用

条
件
が
あ
る
こ
と
、
ま
た
現
場

の
状
況
把
握
は
指
揮
隊
の
運
用

や
消
防
団
の
協
力
を
得
る
こ
と

で
対
応
し
て
い
る
た
め
、
考
え

て
い
な
い
。

　
中
高
層
建
築
物
火
災
対
策
に

つ
い
て
、
諸
団
体
と
の
情
報
共
有

と
住
民
へ
の
啓
発
を
行
う
べ
き
。

　
該
当
す
る
防
火
対
象
物
の
関

係
者
や
管
理
団
体
等
に
対
し
、

消
防
用
設
備
の
定
期
点
検
の
実

施
と
そ
の
結
果
報
告
を
義
務
付

け
、
情
報
共
有
し
て
い
る
。
ま

た
、
定
期
的
な
消
防
訓
練
を
通

じ
て
、
住
民
へ
の
火
災
対
策
の

啓
発
を
し
て
い
る
。
な
お
、
中

高
層
建
築
物
の
周
辺
住
民
へ
の

情
報
共
有
は
、
防
火
協
力
会
や

女
性
防
火
ク
ラ
ブ
が
定
期
的
に

防
火
広
報
を
行
う
こ
と
で
、
地

域
一
体
と
し
て
防
火
を
啓
発
し

て
い
る
。

質
問
し
た
内
容

１　

中
高
層
建
築
物
火
災
へ
の  

　
　

対
応

２　

消
防
団

３　

消
防
職
員
の
充
足
率
向
上

鈴木　英信

消　防

中
高
層
建
築
物
火
災
へ
の
対
策
を

啓
発
す
べ
き



交 通

名
取
市
墓
地
公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス

道
路
を
整
備
す
べ
き

　

墓
地
公
園
へ
の
案
内
表
示
を

適
所
に
設
置
す
べ
き
。

　

現
在
、
墓
地
公
園
へ
の
案
内

表
示
は
、
県
道
閖
上
港
線
と
市

道
小
塚
原
中
央
線
の
交
差
点
に

１
基
、
小
塚
原
南
集
会
所
に
１

基
、
美
田
園
東
集
会
所
に
１
基

の
計
３
基
の
看
板
を
設
置
し
て

い
る
。
初
め
て
来
園
さ
れ
る
方

に
は
、
見
づ
ら
い
位
置
に
設
置

さ
れ
て
い
る
看
板
も
あ
る
こ
と

か
ら
、
案
内
表
示
が
適
所
で
さ

れ
る
よ
う
、
新
た
な
看
板
の
設

置
や
既
存
の
看
板
の
位
置
の
変

更
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し
た

い
。利

用
者
の
利
便
性
向
上
を
図

る
た
め
、
主
要
地
方
道
塩
釜
亘

理
線
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
を

整
備
す
べ
き
。

　

主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線
か

ら
の
市
民
墓
地
公
園
へ
の
新
た

な
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
周
辺
が
圃
場
整
備
事

業
区
域
内
で
あ
り
、
新
た
な
道

路
用
地
の
確
保
が
難
し
い
こ

と
、
ま
た
、
既
存
の
道
路
を
活

用
す
る
に
し
て
も
、
本
来
農
業

に
資
す
る
べ
き
農
道
で
あ
り
、

課
題
が
多
い
と
捉
え
て
い
る
。

同
県
道
か
ら
は
、
現
在
、
辻
交

差
点
か
ら
小
塚
原
中
央
線
を
東

進
し
ア
ク
セ
ス
し
て
い
る
が
、

初
め
て
足
を
運
ぶ
方
が
分
か
り

に
く
い
な
ど
、
案
内
誘
導
が
十

分
と
は
言
え
な
い
状
況
の
た

め
、
サ
イ
ン
の
充
実
を
検
討
し

た
い
。

質
問
し
た
内
容

１
名
取
市
墓
地
公
園
へ
の
ア
ク

セ
ス

２
主
要
地
方
道
塩
釜
亘
理
線
と

県
道
閖
上
港
線
の
交
差
点
の

渋
滞
対
策

政 策

医
学
生
に
対
し
奨
学
金
貸
与
制
度
を
　

実
施
す
べ
き

　

市
民
の
命
と
健
康
を
守
り
、

将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し
て
医

療
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
、
医
学
生
に

対
し
返
済
免
除
付
の
奨
学
金
貸

与
制
度
を
実
施
し
て
い
る
自
治

体
が
あ
る
。
本
市
で
も
取
り
組

む
べ
き
。

　

市
民
の
健
康
を
支
え
る
地
域

医
療
に
お
い
て
、
医
師
や
看
護

師
の
確
保
は
本
市
の
み
な
ら

ず
、
県
全
体
と
し
て
重
要
な
課

題
の
一
つ
と
し
て
捉
え
て
い

る
。
条
件
付
で
奨
学
金
を
貸
与

し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

個
人
病
院
勤
務
に
公
費
を
充
て

る
こ
と
が
適
切
か
ど
う
か
も
含

め
て
検
討
課
題
が
多
く
、
現
段

階
で
の
制
度
創
設
は
考
え
て
い

な
い
。

県
に
お
い
て
も
、
医
学
生
修

学
資
金
制
度
を
実
施
し
て
い
る

が
、
入
学
金
の
対
応
は
な
く
、

貸
付
金
額
も
月
額
10
万
円
と
な

っ
て
い
る
。
県
が
行
っ
て
い
る

制
度
に
市
が
上
乗
せ
す
る
形

で
、
入
学
金
の
対
応
や
貸
付
金

額
を
増
額
す
る
考
え
は
。

　

今
の
と
こ
ろ
直
ち
に
取
り
組

む
考
え
は
な
い
。

２
０
３
０
年
度
に
は
市
内
に

総
合
病
院
が
開
設
さ
れ
る
こ
と

を
踏
ま
え
、
意
欲
の
あ
る
学
生

を
支
援
す
る
こ
と
は
ま
ち
づ
く

り
の
一
環
に
な
る
と
考
え
る
が

見
解
は
。

新
病
院
に
医
師
を
ど
う
い
う

形
で
確
保
し
て
い
く
か
は
、
市

民
の
安
心
安
全
に
直
結
す
る
課

題
に
な
る
。
必
要
に
応
じ
て
考

え
た
い
。

質
問
し
た
内
容

１
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
で

整
備
し
た
端
末
の
更
新

２
認
知
症
対
策

３
奨
学
金
制
度

なとり市議会だより3
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安 全

女
川
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働
中
止

を
要
望
す
べ
き

質
問
し
た
内
容

１　
女
川
原
子
力
発
電
所
再
稼
働

２　
防
災
教
育

固 定
資産税

疑
義
が
生
じ
て
い
る
学
校
法
人
の

固
定
資
産
に
課
税
す
べ
き

　

教
育
活
動
の
実
施
状
況
は
。

　

当
該
固
定
資
産
の
活
用
実
績

報
告
書
を
求
め
る
と
と
も
に
聞

き
取
り
を
行
っ
て
い
る
。

　

平
成
30
年
11
月
14
日
、
一
般

廃
棄
物
最
終
処
分
場
の
整
備
地

と
し
て
貸
付
け
を
打
診
し
、
可

能
と
の
返
答
を
受
け
た
経
緯
が

あ
る
。
そ
の
前
後
も
含
め
、
固

定
資
産
税
に
つ
い
て
協
議
や
確

認
を
行
っ
た
内
容
は
。

　

平
成
30
年
10
月
29
日
、
学
校

法
人
が
ナ
ス
パ
の
土
地
を
取
得

し
た
と
公
表
し
た
。
こ
れ
以
前

の
同
年
９
月
４
日
に
、
学
校
長

か
ら
固
定
資
産
税
の
非
課
税
の

取
扱
い
に
つ
い
て
確
認
を
受
け

た
。
同
年
12
月
15
日
付
で
非
課

税
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
。

　

最
終
処
分
場
を
置
く
土
地
で

学
校
教
育
活
動
が
行
わ
れ
る
と

い
う
認
識
だ
っ
た
の
か
。

　

そ
の
時
点
で
は
学
校
の
用
に

供
す
る
も
の
と
の
認
識
だ
っ
た
。

　

学
校
教
育
が
行
わ
れ
る
こ
と

を
確
認
し
な
か
っ
た
の
で
は
。

　

市
民
へ
の
利
用
開
放
も
含
め

て
、
学
校
と
し
て
使
っ
て
い
き

た
い
と
伺
っ
た
。

　

令
和
７
年
度
は
課
税
す
べ
き
。

　

教
育
活
動
の
実
施
状
況
を
確

認
し
、
判
断
す
る
。

　

施
設
の
一
部
を
借
り
て
活
動

し
て
い
る
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
が
、

令
和
６
年
末
で
利
用
で
き
な
く

な
る
こ
と
を
把
握
し
て
い
る
か
。

　

そ
の
よ
う
な
相
談
は
受
け
た
。

　

仮
に
所
有
権
の
移
転
と
な
れ

ば
非
課
税
適
用
除
外
申
告
書
の

提
出
が
必
要
で
は
な
い
か
。12
月

中
に
聞
き
取
り
を
行
う
べ
き
。

　

現
在
、
所
有
権
移
転
の
話
は

出
て
い
な
い
た
め
、
市
は
受
け

身
の
体
制
で
あ
る
。

　

女
川
原
子
力
発
電
所
が
再
稼

働
さ
れ
た
が
、
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
る
か
。

　

安
全
確
保
を
大
前
提
と
し
た

適
正
な
運
転
が
継
続
さ
れ
る
よ

う
、
動
向
を
注
視
す
る
。

　

地
域
防
災
計
画
の
原
子
力
災

害
対
策
に
お
い
て
、
退
避
・
避

難
・
避
難
受
入
れ
や
安
定
ヨ
ウ

素
剤
の
配
備
等
を
含
め
た
被
曝

対
策
は
、
具
体
的
に
進
め
て
い

る
の
か
。

　

避
難
及
び
退
避
に
つ
い
て

は
、
国
や
県
の
指
示
に
基
づ

き
、
自
宅
や
避
難
所
等
の
屋
内

に
退
避
す
る
こ
と
を
基
本
と
し

て
い
る
。
避
難
受
入
れ
に
つ
い

て
は
、
県
と
の
連
携
強
化
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
安
定
ヨ
ウ
素

剤
の
配
備
に
つ
い
て
は
、
県
が

備
蓄
し
て
お
り
、
不
足
す
る
場

合
は
国
が
準
備
す
る
。

　

現
在
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
保

管
場
所
と
本
市
ま
で
の
到
着
時

間
の
計
画
は
。

　

Ｕ
Ｐ
Ｚ(※

)

圏
周
辺
31
か
所

に
備
蓄
さ
れ
て
お
り
、
速
や
か

に
市
に
届
く
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　

原
子
力
災
害
対
策
を
市
民
に

周
知
す
べ
き
。

　

機
会
を
捉
え
て
周
知
し
た
い
。

　

使
用
済
み
核
燃
料
の
乾
式
貯

蔵
施
設
の
設
置
が
確
定
し
て
い

な
い
。
ま
た
、
事
故
発
生
時
の

避
難
計
画
の
実
効
性
が
確
立
さ

れ
て
い
な
い
状
況
に
お
い
て
、

女
川
原
子
力
発
電
所
の
再
稼
働

は
、
市
民
の
命
と
健
康
を
守
る

立
場
で
、
一
旦
凍
結
す
る
よ
う

国
や
県
に
要
望
す
べ
き
。

　

国
の
安
全
基
準
に
の
っ
と
っ

て
手
続
が
さ
れ
て
い
る
と
承
知

し
て
い
る
。
安
全
確
保
を
大
前

提
に
し
た
適
正
な
運
転
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
、
動
向
を
注
視
し

た
い
。

　

質
問
し
た
内
容

１　
県
立
精
神
医
療
セ
ン
タ
ー
の

建
て
替
え
用
地

２ 

公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

の
運
用

３  

総
合
教
育
会
議
の
運
営

４ 

学
校
法
人
が
所
有
し
疑
義
が

生
じ
て
い
る
非
課
税
の
固
定

資
産

笹森　　波

吉田　　良

※

Ｕ
Ｐ
Ｚ
と
は
・
・
・

　

発
電
所
か
ら
お
お
む
ね

５
㌖
か
ら
30
㌖
の
範
囲
の

こ
と
。
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福 祉

質
問
し
た
内
容

１  

名
取
市
民
歌

２  

名
取
音
頭

３  

難
聴
の
方
へ
の
窓
口
等
の
対

応
４  

受
領
委
任
払
い

産
後
ケ
ア
事
業
に
宿
泊
型
や

訪
問
型
を
拡
充
す
べ
き

　

産
後
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

方
法
及
び
利
用
状
況
は
。

　

利
用
方
法
は
、
ま
ず
妊
娠
32

週
か
ら
申
込
み
を
受
付
し
、
審

査
後
、
利
用
承
認
通
知
書
を
送

付
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
通
知

書
が
届
き
次
第
、
本
人
が
利
用

施
設
を
予
約
し
、
出
産
後
６
か

月
ま
で
の
間
に
３
回
ま
で
利
用

で
き
る
。
令
和
６
年
４
月
か
ら

10
月
末
ま
で
の
利
用
状
況
は
、

申
請
者
71
人
、
利
用
者
57
人
、

延
べ
利
用
回
数
１
１
０
回
で
あ

る
。

　

利
用
者
の
意
見
・
要
望
の
件

数
及
び
内
容
は
。

　

産
後
ケ
ア
を
利
用
し
た
45
人

に
令
和
６
年
４
月
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
、
32
人
か
ら
回

答
を
い
た
だ
き
、
満
足
度
は

「
と
て
も
満
足
」
「
満
足
」
を

合
わ
せ
て
90
・
７
㌫
、
利
用
回

数
３
回
に
つ
い
て
は
「
少
な

い
」
が
84
・
４
㌫
で
、
６
回
以

上
を
希
望
す
る
方
が
75
・
１
㌫

だ
っ
た
。
ま
た
、
90
・
６
㌫
の

方
が
宿
泊
型
を
希
望
し
て
い
る

こ
と
が
分
か
っ
た
。

利
用
者
の
意
見
・
要
望
を
、
ど

の
よ
う
に
生
か
し
て
い
る
の
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
よ
る

と
、
満
足
度
は
高
い
も
の
の
、

利
用
で
き
る
回
数
が
少
な
い
と

感
じ
て
い
る
方
や
、
宿
泊
型
を

希
望
す
る
方
が
多
い
こ
と
か

ら
、
令
和
７
年
度
に
向
け
て
事

業
内
容
を
見
直
し
、
拡
充
を
検

討
し
て
い
る
。

　

現
在
、
通
所
型
の
み
補
助
制

度
が
あ
る
が
、
宿
泊
型
及
び
訪

問
型
に
つ
い
て
も
制
度
を
拡
充

す
べ
き
。

　

令
和
７
年
度
か
ら
、
宿
泊
型

及
び
訪
問
型
の
導
入
の
ほ
か
、

利
用
回
数
や
利
用
期
間
延
長
に

つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

る
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
在
宅

の
要
介
護
者
が
住
宅
の
改
修
や

福
祉
用
具
の
購
入
を
行
っ
た

際
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
保
険

給
付
の
対
象
に
し
て
い
る
。
本

市
の
介
護
保
険
に
よ
る
住
宅
改

修
の
実
績
は
、
令
和
４
年
１
７

１
件
、
令
和
５
年
１
５
５
件
で

あ
る
。
ま
た
、
福
祉
用
具
購
入

は
、
令
和
４
年
１
９
４
件
、
令

和
５
年
２
２
８
件
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
本
市
に
お
い
て
は

こ
れ
ら
の
費
用
は
償
還
払
い
と

さ
れ
、
一
旦
全
額
を
支
払
う
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
、
受

領
委
任
払
い
は
自
己
負
担
分
の

み
を
支
払
う
こ
と
で
住
宅
改
修

等
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
一

時
的
な
全
額
負
担
は
不
要
で
、

利
用
者
の
負
担
軽
減
に
つ
な
が

る
。
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
受
領
委
任
払
い
制
度

を
導
入
す
べ
き
。

現
在
、
住
宅
改
修
費
及
び
福

祉
用
具
購
入
費
の
支
給
は
償
還

払
い
方
式
で
あ
り
、
一
時
的
な

全
額
負
担
が
難
し
い
と
い
う
相

談
が
あ
っ
た
際
に
は
、
貸
付
制

度
を
案
内
し
て
い
る
。
利
用
者

の
一
時
的
な
経
済
的
負
担
の
軽

減
を
図
れ
る
受
領
委
任
払
い
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
度
中
の

導
入
に
向
け
て
検
討
し
て
い
る
。

　

令
和
５
年
度
の
住
宅
改
修
の

主
な
工
事
内
容
は
。

　

転
倒
防
止
の
た
め
浴
室
や
ト

イ
レ
、
廊
下
な
ど
に
手
す
り
を

付
け
る
工
事
が
最
も
多
く
、

１
３
２
件
で
あ
っ
た
。

県
内
で
住
宅
改
修
に
お
け
る

受
領
委
任
払
い
を
導
入
し
て
い

る
自
治
体
数
は
。

35
市
町
村
の
う
ち
23
の
自
治

体
が
取
り
入
れ
て
い
る
。

質
問
し
た
内
容

１
産
後
ケ
ア
事
業

２
育
児
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

二階堂　充

菅原　和子

子育て

介
護
保
険
事
業
に
お
い
て

受
領
委
任
払
い
制
度
を
導
入
す
べ
き
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仙
台
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

周
辺
に
産
業
の
創
出
を

住
民
主
体
の
移
動
支
援
を

強
化
・
支
援
す
べ
き

　
住
民
主
体
の
移
動
支
援
を
ど

う
把
握
し
て
い
る
の
か
。

主
に
市
北
西
部
の
山
手
丘
陵

団
地
で
、
病
院
・
買
物
の
付
添

い
や
庭
木
手
入
れ
な
ど
、
高
齢

者
の
生
活
支
援
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
が
、
移
動
支
援
も
主

体
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
特

に
、
地
域
の
高
齢
者
が
買
物
や

通
院
時
に
ド
ア
ツ
ー
ド
ア
で
移

動
し
た
い
場
合
や
、
付
添
い
が

必
要
な
場
合
な
ど
、
効
果
的
に

活
用
さ
れ
て
い
る
。

　
住
民
主
体
の
移
動
支
援
を
強

化
・
支
援
す
べ
き
。

　

移
動
支
援
を
含
め
た
共
助
の

取
組
は
、
市
民
協
働
提
案
事
業

等
で
支
援
し
て
き
た
。
今
後
も

取
組
の
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
等
、

支
援
を
継
続
し
た
い
。
市
内
で

活
動
し
て
い
る
団
体
の
取
組
は

移
動
支
援
の
み
で
は
な
い
こ
と

か
ら
、
地
域
住
民
に
よ
る
支
え

合
い
や
高
齢
者
の
生
活
支
援
の

観
点
も
含
め
、
支
援
の
在
り
方

を
検
討
し
た
い
。

移
動
支
援
を
行
う
団
体
の
高

齢
化
が
進
み
、
後
継
者
不
足
が

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
市
が
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
委

託
し
て
は
ど
う
か
。

　

地
域
に
お
け
る
市
民
活
動
全

般
を
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
研

究
し
た
い
。

　
公
民
館
や
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
を
主
体
と
す
る
考
え

は
。

　

活
動
費
・
後
継
者
や
活
動
拠

点
の
問
題
は
セ
ッ
ト
で
考
え
、

市
民
福
祉
の
向
上
に
つ
な
が
る

持
続
可
能
な
活
動
の
流
れ
を
、

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
や
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
活
用

も
含
め
て
全
体
の
中
で
考
え
た

い
。

　
仙
台
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
産
業
創
出
等
に
つ
い

て
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い

る
か
。

こ
の
区
域
は
、
市
と
宮
城
県

が
交
わ
し
た
仙
台
空
港
の
運
用

時
間
24
時
間
化
に
関
す
る
覚
書

で
支
援
に
取
り
組
む
と
し
て
お

り
、
産
業
用
地
と
し
て
有
効
と

捉
え
て
い
る
。
令
和
６
年
度
は

土
地
活
用
検
討
会
を
立
ち
上

げ
、
地
域
と
と
も
に
土
地
活
用

の
方
向
性
や
事
業
手
法
等
の
検

討
を
進
め
て
い
る
。

地
域
農
業
の
発
展
に
資
す
る

道
の
駅
を
、
県
と
連
携
し
て
設

置
す
べ
き
。
そ
の
際
、
農
村
婦

人
の
家
は
道
の
駅
に
併
設
し
て

改
築
す
べ
き
。

　

道
の
駅
は
、
物
販
・
交
流
・

観
光
・
防
災
な
ど
多
く
の
機
能

を
有
し
、
地
域
振
興
の
核
と
な

る
施
設
で
あ
る
。
適
地
選
定
や

導
入
す
る
機
能
等
に
応
じ
て
多

く
の
機
関
と
の
連
携
調
整
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
土
地
活
用
検

討
会
で
導
入
施
設
案
の
一
つ
と

し
て
県
や
地
元
と
検
討
し
て
い

く
。
ま
た
、
農
村
婦
人
の
家

は
、
昭
和
60
年
に
建
設
し
た

が
、
求
め
ら
れ
る
役
割
も
当
時

と
は
違
っ
て
き
て
い
る
。
道
の

駅
と
農
産
物
の
加
工
施
設
と
の

併
設
と
い
う
事
例
は
あ
る
が
、

現
時
点
で
の
建
て
替
え
等
の
計

画
は
な
い
た
め
、
今
後
研
究
す

る
。

　
空
港
周
辺
の
立
地
を
生
か

し
、
製
造
業
、
流
通
業
等
の
企

業
誘
致
を
す
べ
き
。

地
権
者
の
熟
度
が
高
ま
り
、

土
地
活
用
の
方
向
性
が
示
さ

れ
、
企
業
誘
致
を
推
進
す
べ
き

環
境
が
整
え
ば
、
市
も
鋭
意
目

的
達
成
に
取
り
組
む
。

板橋　美保

質
問
し
た
内
容

１
動
物
の
愛
護
及
び
管
理

２
地
域
公
共
交
通

質
問
し
た
内
容

１
仙
台
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
周
辺
の
産
業
の
創
出
等

２
新
総
合
病
院
移
転
予
定
地
周

辺
の
市
道
の
４
車
線
化
等

交 通

産 業

熊谷　克彦



政 策

質
問
し
た
内
容

１
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

取
組

２
災
害
対
策
本
部
の
初
動
対
応

環 境

質
問
し
た
内
容

１
環
境
美
化
と
保
全

２
防
犯
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費
用
低
減
や
環
境
配
慮
の
た
め

ヤ
ギ
除
草
の
試
験
実
施
を

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
を

意
識
し
た
全
庁
的
な
取
組
体
制
を

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
住
民
と

行
政
を
つ
な
ぐ
役
割
が
あ
り
、

誰
も
が
読
め
る
、
理
解
で
き
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
ル
ビ
や

や
さ
し
い
日
本
語
等
を
導
入
す

べ
き
。

　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
し
て
令
和
６
年
度
か
ら
運

用
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、
分
か

り
や
す
い
表
現
を
用
い
る
よ
う

心
が
け
、
利
用
し
や
す
く
な
る

よ
う
努
め
る
。

　
窓
口
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
機
器
を
導
入
す
べ
き
。

　

高
齢
者
や
障
が
い
者
、
外
国

籍
の
方
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
よ
り
円
滑
に
行
え
る
よ

う
、
導
入
に
向
け
検
討
す
る
。

　
納
税
通
知
書
を
見
や
す
く
、

分
か
り
や
す
く
、
伝
わ
り
や
す

い
デ
ザ
イ
ン
に
刷
新
す
べ
き
。

　

誰
に
で
も
見
や
す
く
、
分
か

り
や
す
く
、
伝
わ
り
や
す
い
納

税
通
知
書
の
作
成
に
努
め
る
。

　
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

推
進
の
た
め
に
は
、
各
部
が
そ

れ
ぞ
れ
に
取
り
組
む
の
で
は
な

く
、
専
門
部
署
の
設
置
や
、
既

存
部
署
に
担
当
者
を
配
置
す
る

こ
と
で
、
具
体
的
な
施
策
の
立

案
や
実
行
を
担
う
体
制
を
構
築

す
る
こ
と
が
今
後
は
重
要
と
考

え
る
。
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ

ン
を
意
識
し
た
市
民
福
祉
の
向

上
の
た
め
、
全
庁
的
な
情
報
共

有
と
取
組
体
制
を
検
討
す
べ

き
。

　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の

取
組
は
統
一
的
な
目
標
設
定
が

難
し
く
、
時
代
に
よ
り
変
化
し

続
け
る
の
で
、
そ
の
時
々
の
社

会
情
勢
や
行
政
課
題
に
対
応
し

な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に

お
い
て
取
組
を
推
進
し
た
い
。

　
地
球
温
暖
化
で
雑
草
の
成
長

が
早
く
な
っ
て
い
る
。
除
草
の

費
用
低
減
や
人
手
不
足
対
策
、

環
境
配
慮
策
と
し
て
、
ヤ
ギ
除

草
を
試
験
実
施
す
べ
き
。

　

場
所
選
定
、
ヤ
ギ
の
調
達
・

運
搬
・
管
理
や
柵
の
設
置
等
の

課
題
が
あ
る
た
め
、
調
査
研
究

し
た
い
。

除
草
の
費
用
と
処
分
量
は
。

　

令
和
６
年
度
の
処
分
量
は
約

13
万
１
６
２
０
㌕
で
、
費
用
は

公
園
や
緑
地
の
維
持
管
理
業
務

で
５
２
４
９
万
８
千
円
で
あ

る
。

　
業
者
と
市
直
営
で
対
応
し
た

除
草
の
割
合
は
。

令
和
６
年
度
、業
者
は
約

22
・
９
㌶
、市
直
営
で
約
２
・
８

㌶
で
あ
る
。

　
現
在
の
除
草
方
法
は
。

　

市
直
営
で
は
、
の
り
面
は
肩

掛
け
式
、
緩
や
か
な
の
り
面
は

自
走
式
、
平
地
は
自
走
式
や
乗

用
式
の
草
刈
り
機
で
対
応
し
て

い
る
。
業
者
は
、
市
と
同
様
の

方
法
の
ほ
か
、
ラ
ジ
コ
ン
式
の

草
刈
り
機
を
使
用
す
る
こ
と
も

あ
る
。

　
人
力
以
外
の
除
草
方
法
を
検

討
し
た
こ
と
は
あ
る
か
。

　

財
政
上
・
業
務
上
も
大
き
な

課
題
の
一
つ
と
捉
え
て
い
る
。

人
手
不
足
で
あ
る
中
、
デ
ジ
タ

ル
を
活
用
し
た
除
草
に
つ
い
て

今
後
研
究
し
た
い
。

　
雑
草
管
理
に
お
い
て
、
雑
草

生
息
面
積
を
減
ら
す
よ
う
、
専

門
性
を
持
っ
て
現
場
対
応
で
き

る
人
材
の
育
成
が
必
要
で
あ

る
。
ヤ
ギ
除
草
を
試
験
的
に
行

い
、
併
せ
て
、
専
門
的
な
観
点

か
ら
雑
草
の
生
息
面
積
を
減
ら

す
取
組
を
進
め
る
考
え
は
。

　

実
験
的
に
取
り
組
む
と
し
て

も
、調
査
研
究
が
必
要
で
あ
る
。 阿部　正義

大久保主計
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子育て

質
問
し
た
内
容

１
子
育
て
環
境
と
保
育
士
の
充

実
２
外
国
人
に
対
す
る
日
本
語
教

育
の
在
り
方

教 育

質
問
し
た
内
容

１
障
害
者
福
祉

２
デ
ジ
タ
ル
教
育
の
再
考

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事
業
の

継
続
で
人
材
確
保
策
を

教
育
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
再
考
す
べ
き

　

令
和
７
年
度
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス

ク
ー
ル
構
想
に
よ
る
本
市
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
更
新
は

８
５
２
０
台
で
、
４
億
６
８
６

０
万
円
か
か
る
。
国
の
教
育
予

算
に
疑
問
を
感
じ
る
。
Ｉ
Ｔ
先

進
国
で
あ
る
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な

ど
で
は
、
デ
ジ
タ
ル
教
材
へ
の

移
行
の
結
果
、
学
習
へ
悪
影
響

が
あ
る
と
し
て
、
紙
の
教
科
書

や
手
書
き
を
重
視
す
る
「
脱
デ

ジ
タ
ル
」
に
大
き
く
舵
を
切
っ

た
。
ど
う
受
け
止
め
る
か
。

市
内
で
は
、
全
て
の
学
校
で

外
国
語
を
、
約
半
数
の
学
校
で

算
数
・
数
学
の
デ
ジ
タ
ル
教
科

書
を
使
用
し
、
多
く
の
学
校
で

デ
ジ
タ
ル
ド
リ
ル
な
ど
も
活
用

し
て
い
る
。そ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

ネ
イ
テ
ィ
ブ
の
外
国
語
を
繰
り

返
し
再
生
で
き
る
な
ど
で
あ

る
。
一
方
、
使
い
方
に
よ
っ
て

は
思
考
力
、
読
解
力
等
が
低
下

す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。Ｉ
Ｔ

先
進
国
が
「
脱
デ
ジ
タ
ル
」
に

大
き
く
舵
を
切
っ
た
こ
と
は
承

知
し
て
い
る
が
、
ア
ナ
ロ
グ
と

デ
ジ
タ
ル
の
良
さ
を
生
か
す
こ

と
を
大
切
に
し
た
い
。

　

紙
媒
体
の
ほ
う
が
記
憶
に
残

り
、
物
理
的
位
置
情
報
も
記
憶

に
関
連
し
て
い
る
と
い
う
示
唆

も
あ
る
。
デ
ジ
タ
ル
化
の
弊
害

が
表
面
化
し
て
き
て
い
る
今
、

再
考
を
促
す
べ
き
。

　

世
界
各
国
の
研
究
者
が
、
デ

ジ
タ
ル
端
末
の
長
時
間
使
用
に

よ
る
集
中
力
の
低
下
、
脳
の
未

発
達
等
の
体
へ
の
影
響
、
読
解

力
の
低
下
等
の
学
力
へ
の
影
響

を
指
摘
し
て
い
る
。
メ
リ
ッ
ト

と
デ
メ
リ
ッ
ト
を
十
分
踏
ま
え

て
、
効
果
的
に
活
用
し
て
い
き

た
い
。

　

令
和
６
年
度
よ
り
開
始
し
た

保
育
士
宿
舎
借
り
上
げ
支
援
事

業
で
は
、
雇
用
後
３
年
以
内
の

保
育
士
の
家
賃
を
、
月
５
万
５

千
円
を
限
度
額
と
し
、
国
が
２

分
の
１
、
市
と
事
業
者
が
そ
れ

ぞ
れ
４
分
の
１
ず
つ
、
３
年
間

補
助
す
る
。
安
定
し
た
人
材
の

確
保
や
長
い
在
籍
で
キ
ャ
リ
ア

の
形
成
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
令
和
７
年
度
は
新
規
の
申

請
は
受
け
付
け
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
。

令
和
６
年
４
月
に
待
機
児
童

数
ゼ
ロ
を
達
成
し
、
事
業
計
画

を
見
直
し
た
た
め
で
あ
る
。

保
育
士
が
充
分
確
保
さ
れ
て

い
る
か
ら
こ
そ
の
待
機
児
童
解

消
で
は
な
い
の
か
。

　

こ
の
事
業
に
現
在
９
名
が
申

請
し
て
お
り
、
実
績
を
あ
げ
て

い
る
と
考
え
る
。
待
機
児
童
数

ゼ
ロ
と
保
育
の
人
材
確
保
を
含

め
、
ど
の
よ
う
に
保
育
環
境
を

整
備
し
て
い
く
の
か
は
非
常
に

悩
ま
し
い
問
題
で
あ
る
。

保
育
の
人
材
不
足
は
深
刻
で

あ
る
。
本
市
に
は
保
育
士
資
格

の
取
得
が
可
能
な
大
学
が
あ

り
、
恵
ま
れ
た
環
境
で
あ
る
。

本
市
で
学
び
、
資
格
を
取
得
し

た
方
に
名
取
の
子
育
て
の
場
で

活
躍
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
施

策
を
打
ち
出
し
て
こ
そ
、
子
育

て
先
進
都
市
と
言
え
る
の
で
は

な
い
か
。
国
の
制
度
が
あ
る
限

り
、
こ
の
事
業
を
継
続
す
べ

き
。

　

令
和
７
年
度
の
保
育
施
設
利

用
申
込
者
数
は
、
前
年
の
同
時

期
と
比
較
し
増
加
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
待
機
児
童
数
ゼ
ロ
を

維
持
す
る
た
め
、
一
旦
は
事
業

計
画
を
見
直
し
た
が
、
３
年
間

事
業
を
実
施
し
な
が
ら
効
果
を

見
極
め
た
い
。

大泉　徳子

小野寺美穂
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子育て

質
問
し
た
内
容

１
産
後
ケ
ア
事
業
の
改
善
と
周

知
２  

広
報
な
と
り
の
ア
プ
リ
配
信

産
後
ケ
ア
事
業
の

拡
充
を
進
め
る
べ
き

　

令
和
６
年
10
月
末
時
点
の
対

象
者
数
、
申
請
者
数
、
利
用
者

数
及
び
利
用
率
と
延
べ
利
用
回

数
は
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
10
月
末

ま
で
の
対
象
者
数
は
２
９
０

人
、
申
請
者
数
は
71
人
、
利
用

者
数
は
57
人
、
対
象
者
に
対
す

る
利
用
率
は
19
・
７
㌫
、
延
べ

利
用
回
数
は
１
１
０
回
で
あ

る
。

　

周
知
方
法
と
申
込
み
に
至
る

経
緯
は
。

　

周
知
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

広
報
紙
、
母
子
手
帳
ア
プ
リ
、

な
と
ら
じ
の
ほ
か
、
母
子
健
康

手
帳
交
付
や
乳
児
全
戸
家
庭
訪

問
の
際
に
行
っ
て
い
る
。
ま

た
、
産
後
ケ
ア
実
施
機
関
に
お

い
て
も
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
個

別
の
声
が
け
に
よ
り
周
知
を
図

っ
て
い
る
。
申
込
み
に
至
る
理

由
は
「
心
身
の
不
調
や
育
児
不

安
」
「
家
族
の
支
援
が
受
け
ら

れ
な
い
」
「
出
産
し
た
施
設
で

勧
め
ら
れ
た
」
が
多
い
。

現
在
の
日
帰
り
ケ
ア
だ
け
で

な
く
、
宿
泊
型
の
産
後
ケ
ア
の

実
施
等
、
利
用
者
の
声
を
も
と

に
改
善
し
周
知
を
図
る
べ
き
。

　

利
用
者
の
声
を
も
と
に
、
令

和
７
年
度
か
ら
宿
泊
型
及
び
訪

問
型
の
導
入
を
検
討
し
て
い

る
。
ま
た
、
利
用
回
数
を
現
行

の
３
回
か
ら
７
回
に
、
利
用
期

間
を
生
後
６
か
月
ま
で
か
ら
生

後
12
か
月
ま
で
に
拡
充
す
る
こ

と
も
検
討
し
て
い
る
。
実
施
の

際
は
、
様
々
な
媒
体
や
機
会
を

利
用
し
周
知
に
努
め
る
。

佐藤さやか

提
出
さ
れ
た
議
案
の
概
要
は
、
市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の「
議
案
概
要
」を
御
覧
く
だ
さ
い
。

12
月
定
例
会　

議
案
審
議

名
取
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

12
月
定
例
会　

会
期　

12
月
２
日
〜
17
日

６
月
定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

　
議
員
提
出
議
案

計
61
件

報
告 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
 

３
件

条
例 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
 

３
件

補
正
予
算 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
 

３
件

同
意 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
 

３
件

議
決
案 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
 

３
件

意
見
書 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
 

３
件

決
議 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥
 

３
件

名
取
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

計
23
件

名
取
市
の

こ
ん
な
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た

12
月
定
例
会
の
議
案
は

　

市
長
提
出
議
案

21
件

条
例 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

7
件

補
正
予
算 ‥

‥
‥
‥
‥
‥

11
件

議
決
案 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥

3
件

議
員
提
出
議
案

2
件

条
例 ‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥
‥

１
件

　

意
見
書‥

‥
‥
‥
‥
‥
‥

１
件
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〔
議
案
第
111
号
〕
名
取
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

敬
老
祝
金
支
給
条
例
の

改
正
案
に
対
し
て
修
正
可
決
し
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

　

既
に
用
地
を
取
得
し
て
い
る

会
社
に
は
、
従
前
の
割
合
が
適

用
さ
れ
る
の
か
。

　

既
に
用
地
を
取
得
し
改
正
前

に
届
出
の
あ
っ
た
会
社
に
は
従

前
の
割
合
が
、
施
行
日
以
降
に

届
出
が
あ
っ
た
会
社
に
は
、
改

正
後
の
割
合
が
適
用
さ
れ
る
。

　

第
１
期
（
工
業
専
用
地
域
）

と
第
２
期
（
準
工
業
地
域
）
の

緑
地
率
は
同
じ
必
要
は
な
い

が
、
緩
和
す
る
理
由
は
。

　

用
途
地
域
は
違
う
が
、
同
じ

工
業
団
地
内
の
緑
地
率
等
を
統

一
す
る
こ
と
で
、
第
２
期
エ
リ

ア
の
企
業
誘
致
の
促
進
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
る
。

　

緑
地
率
等
の
規
制
緩
和
に
つ

い
て
、
地
域
住
民
に
は
ど
の
よ

う
に
説
明
し
理
解
を
得
た
の
か
。

　

改
め
て
の
説
明
は
行
っ
て
い

な
い
。
な
お
、
今
回
の
規
制
緩

和
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
生
活

環
境
に
特
段
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
す
も
の
で
は
な
い
と
捉
え
て

い
る
。

Pick up 1

愛
島
西
部
工
業
団
地
第
１
期
・
第
２
期
の

緑
地
率
と
環
境
施
設
率
を
統
一
し
ま
す

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

　

対
象
者
を
９
区
分
か
ら
３
区

分
に
減
ら
す
上
で
、
88
歳
、
１

０
０
歳
、
１
０
１
歳
以
上
と
い

う
年
齢
を
選
ん
だ
理
由
は
。

　

平
均
寿
命
が
80
歳
を
超
え
て

い
る
こ
と
や
、
他
市
の
状
況
な

ど
も
参
考
に
し
、
88
歳
、
１
０

０
歳
を
選
ん
だ
。
１
０
１
歳
以

上
の
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
は
市

独
自
の
祝
金
と
し
て
残
し
た
。

　

対
象
者
と
額
の
見
直
し
に
よ

る
削
減
見
込
み
の
財
源
を
使
っ

て
、
新
た
な
高
齢
者
施
策
や
既

存
事
業
の
拡
充
を
ど
う
進
め
る

の
か
。

　

高
齢
者
補
聴
器
購
入
費
助
成

事
業
は
、
既
に
令
和
６
年
度
か

ら
実
施
し
て
い
る
。
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
は
、
令
和
７

年
度
か
ら
の
試
行
を
検
討
し
て

い
る
。
高
齢
者
歯
科
健
診
事
業

は
、
令
和
７
年
度
に
制
度
設
計

を
検
討
し
た
い
。
ひ
と
り
ぐ
ら

し
老
人
等
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

は
、
対
象
者
の
拡
大
を
検
討
し

て
お
り
、
日
常
生
活
用
具
給
付

は
、
品
目
の
見
直
し
を
検
討
し
て

い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
新
た
な

事
業
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

Pick up 2

　

敬
老
精
神
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
敬
老
祝
金
を
支
給
し

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
人
口
の
増
加
が
予
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ

れ
ま
で
以
上
に
介
護
予
防
等
に
資
す
る
事
業
に
注
力
す
る
た
め
、
支

給
対
象
者
と
金
額
を
見
直
し
た
改
正
案
が
提
出
さ
れ
、
本
会
議
で
質

疑
の
後
、
民
生
教
育
常
任
委
員
会
で
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
様
々
な

質
疑
を
経
た
後
、
委
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
修
正
案
が
委
員
会
及
び
本

会
議
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

緑
地
率
等
は
、
第
１
期
エ
リ
ア
で
は
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
区

域
法
第
28
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め
る
条
例
に
よ
り

緩
和
し
て
い
ま
す
が
、
第
２
期
エ
リ
ア
で
は
工
場
立
地
法
の
準
則
に

基
づ
い
て
お
り
、
同
一
工
業
団
地
内
で
違
い
が
あ
る
た
め
、
緑
地
率

５
㌫
以
上
、
環
境
施
設
率
10
㌫
以
上
に
統
一
し
ま
す
。

〔
議
案
第
113
号
〕
名
取
市
地
域
経
済
牽
引
事
業
の
促
進
に
よ
る
地
域
の
成
長
発

展
の
基
盤
強
化
に
関
す
る
法
律
第
９
条
第
１
項
の
規
定
に
基
づ
く
準
則
を
定
め

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例



11 なとり市議会だより

〔
議
案
第
116
号
〕
令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取
内
に
新
た
に

屋
内
遊
戯
施
設
を
設
置
し
ま
す

Pick up 3
▼ 賛否が分かれたもの ※　○は賛成、×は反対、欠は欠席

※地方自治法第 条の規定により、議長は表決に加わっておりません。

名
議
会

者
出
提

議案番号 件　名
果
結
議
審

  議員名（議席番号順）

阿
部　

正
義

今
野　

慎
介

佐
藤
さ
や
か

佐
藤　

繁
樹

鈴
木　

英
信

寺
嶋　

雅
子

二
階
堂　

充　

熊
谷　

克
彦

笹
森　
　

波

千
葉　

栄
幸

板
橋　

美
保

大
久
保
主
計

菅
原　

和
子

吉
田　
　

良

大
友　

康
信

菊
地　
　

忍

小
野
寺
美
穂

郷
内　

良
治

山
田
龍
太
郎

大
泉　

徳
子

長
市

員
議

可決 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇可決 〇 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇

可決 〇 ×〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

否決 × ×× 〇 × × × × × 欠 〇 × × 〇 〇 × × 〇 × ×

可決 〇 ×〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

議案第109号

議案第113号

議案第125号

議会案第３号

議会案第４号

可決 〇〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × ×欠 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇
第
６
回
定
例
会

審議結果

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

こ
ん
な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た

名取市地域経済牽引事業の促進による
地域の成長発展の基盤強化に関する法
律第９条第１項の規定に基づく準則を
定める条例の一部を改正する条例

名取市特別職の職員の給与並びに旅費
及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例

新型コロナ感染後の後遺症及びワクチ
ンによる健康被害から宮城県民を救済
する施策を求める意見書

名取市特別職の職員の給与並びに旅費
及び費用弁償に関する条例の一部を改
正する条例

名取市国民健康保険税条例の一部を改
正する条例

　
委
託
料
の
内
容
は
。

　

令
和
７
年
３
月
下
旬
に
プ
レ

オ
ー
プ
ン
予
定
の
イ
オ
ン
モ
ー

ル
名
取
内
に
設
置
す
る
屋
内
遊

戯
施
設
に
係
る
運
営
委
託
料
で

あ
る
。

　
業
務
内
容
と
委
託
先
に
求
め

る
ス
キ
ル
は
。

　

入
場
者
の
入
替
え
、
加
重
制

限
の
あ
る
ネ
ッ
ト
パ
ー
ク
の
人

数
管
理
と
、
市
の
子
育
て
支
援

の
利
用
促
進
を
図
る
工
夫
を
求

め
る
。

　
安
全
面
で
は
、
ど
の
よ
う
に

配
慮
す
る
か
。

　

施
設
の
面
で
は
イ
オ
ン
モ
ー

ル
名
取
で
進
め
て
お
り
、
基
準

に
の
っ
と
っ
て
整
備
し
て
い
く

報
告
を
受
け
て
い
る
。
運
営
の

面
で
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
体
制

が
整
備
さ
れ
た
事
業
者
を
プ
ロ

ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
選
定
し

た
い
。

　
委
託
料
の
内
容
は
。

　

航
空
会
社
か
ら
提
案
が
あ
っ

た
企
画
で
あ
る
。
本
市
の
将
来

を
担
う
小
学
生
50
人
程
度
を
対

象
に
、
仙
台
空
港
周
遊
フ
ラ
イ

ト
、
客
室
乗
務
員
に
よ
る
航
空

教
室
等
の
学
習
機
会
の
提
供
を

行
う
こ
と
で
、
本
市
に
愛
着
を

持
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に

実
施
す
る
。
実
施
時
期
は
、
令

和
７
年
３
月
の
土
曜
日
か
日
曜

日
を
予
定
し
て
い
る
。

　
募
集
時
期
と
フ
ラ
イ
ト
時
間

は
。

　

募
集
時
期
は
１
月
下
旬
か
ら

２
月
上
旬
を
予
定
し
て
お
り
、

フ
ラ
イ
ト
時
間
は
90
分
程
度
を

想
定
し
て
い
る
。

〇
屋
内
遊
戯
施
設
運
営
委
託
料

に
つ
い
て

〇
仙
台
空
港
周
遊
チ
ャ
ー
タ
ー

フ
ラ
イ
ト
委
託
料
に
つ
い
て
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No.1
　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1

議
員
提
出
議
案（
意
見
書
）に
つ
い
て

　

市
議
会
で
は
12
月
定
例
会
に
お
い
て
「
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
後
の
後

遺
症
及
び
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
健
康
被
害
か
ら
宮
城
県
民
を
救
済
す

る
施
策
を
求
め
る
意
見
書
」を
賛
成
少
数
に
よ
り
否
決
し
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会（
11
月
18
日
）

○
議
案
第
１
０
７
号　

名
取
市
い
じ
め
防
止
対
策
調
査
委
員
会
等

　

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

　

新
た
に
、
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
の
い
じ
め
防
止
対
策
調
査
委
員
会
の
構
成
人
数
や
、
重
大
事

態
に
係
る
事
実
関
係
の
調
査
を
行
う
委
員
の
報
酬
額
を
見
直
す
た
め
、

所
要
の
改
正
を
行
い
ま
し
た
。

○
議
案
第
１
０
８
号　

令
和
６
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）

　

い
じ
め
重
大
事
態
の
調
査
に
要
す
る
費
用
を
措
置
し
ま
し
た
。

第
５
回
臨
時
会（
11
月
18
日
）

第
５
回
臨
時
会（
11
月
18
日
）

議
員
協
議
会（
11
月
29
日
）

○
議
員
間
討
議
（
敬
老
祝
金
の
見
直
し
に
つ
い
て
）

　

本
市
議
会
で
は
議
会
基
本
条
例
に
お
い
て
、
議
員
相
互
間
で
の
自
由

な
討
議
を
積
極
的
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。議
員
相
互
の
理
解
を

深
め
、
意
見
を
調
整
す
る
た
め
、
先
の
議
員
協
議
会
で
執
行
部
よ
り
説

明
の
あ
っ
た
敬
老
祝
金
に
つ
い
て
議
員
間
討
議
を
行
い
ま
し
た
。

議
員
協
議
会（
11
月
11
日
）

○
仙
台
空
港
鉄
道
株
式
会
社
の
減
資
に
つ
い
て

　

同
社
の
創
立
に
合
わ
せ
て
出
資
し
て
い
た
出
資
金
を
、
持
続
可
能
な

経
営
基
盤
確
立
の
た
め
、経
費
節
減
策
と
し
て
減
資
す
る
必
要
性
及
び

今
後
の
収
支
の
見
通
し
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
敬
老
祝
金
の
見
直
し
に
つ
い
て

　

高
齢
者
の
人
口
増
等
に
よ
り
高
齢
者
福
祉
に
要
す
る
負
担
の
増
加

が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
高
齢
者
福
祉
施
策
全
体
の
見
直
し
を
検
討

す
る
中
で
、
敬
老
祝
金
の
支
給
対
象
と
支
給
金
額
の
見
直
し
の
検
討
に

至
っ
た
背
景
と
、見
直
し
案
の
内
容
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

○
イ
オ
ン
モ
ー
ル
名
取
内
に
設
置
す
る
屋
内
遊
戯
施
設
に
つ
い
て

　

市
民
か
ら
の
要
望
が
多
く
あ
っ
た
屋
内
遊
戯
施
設
を
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル

株
式
会
社
と
の
包
括
連
携
協
定
に
基
づ
く
官
民
協
働
に
よ
り
イ
オ
ン
モ

ー
ル
名
取
内
に
設
置
す
る
も
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま

し
た
。

○
復
興
公
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
国
の
制
度
に
よ
る
減
免
や
市
独
自
の
減
免
を
行
っ
て
き
ま

し
た
が
、
令
和
６
年
度
末
で
管
理
開
始
か
ら
10
年
が
経
過
し
、
国
の
東

日
本
大
震
災
特
別
家
賃
低
減
事
業
に
よ
る
減
免
制
度
が
終
了
す
る
公

営
住
宅
が
あ
る
こ
と
か
ら
、今
後
の
方
針
に
つい
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

12
月
定
例
会
で
は
、

１
件
の
請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

No.1
　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.2No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.3

No.1
　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.4

　　　　　　　　　　　　
No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.5

Topics

◎
採
択

　

民
生
教
育
常
任
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
次
の
請
願
は
、
12
月
17
日

の
本
会
議
で
採
択
し
ま
し
た
。

◇
名
取
市
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
早
期
実
現
を
求
め
る
請
願

（
名
取
市
に
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
早
期
実
現
を
求
め
る
署
名
活
動

世
話
人
会　

代
表　

斎
藤　

隆
二　

氏　

ほ
か
３
１
１
９
名
）
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No.1
　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1

　

議
会
懇
談
会
は
、
市
議
会
に

対
す
る
意
見
や
市
政
へ
の
提
言

な
ど
、
市
民
の
皆
様
の
声
を
お

聞
き
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民

の
議
会
参
加
と
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、
平
成
21
年
度
か
ら
開

催
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

今
回
は
、
新
た
な
試
み
と
し

て
、
カ
フ
ェ
の
よ
う
な
リ
ラ
ッ

ク
ス
で
き
る
雰
囲
気
の
中
で
意

見
交
換
を
行
う
ワ
ー
ル
ド
カ
フ

ェ
方
式
で
実
施
し
ま
し
た
。
仙

台
高
専
で
は
同
学
校
の
学
生
を

対
象
に
、
さ
ら
に
市
内
２
か
所

を
会
場
と
し
て
、
子
育
て
中
の

市
民
や
子
育
て
に
関
心
の
あ
る

市
民
、
市
内
在
住
ま
た
は
市
内

に
通
学
す
る
高
校
生
を
対
象

に
、
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し

た
。

　

名
取
駅
周
辺
の
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
や
子
育
て
に
関
す
る
こ

と
、
ま
た
名
取
市
の
い
い
と
思

う
こ
と
や
残
念
に
思
う
こ
と
な

ど
を
テ
ー
マ
に
懇
談
を
実
施

し
、
様
々
な
視
点
か
ら
意
見
交

換
を
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

報
告
書
は
、
各
公
民
館
や
名

取
駅
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
に

設
置
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、

市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
御

覧
い
た
だ
け
ま
す
。

令
和
６
年
度
議
会
懇
談
会
を
開
催
し
ま
し
た

No.1
　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1

Topics

No.1
　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.1No.1

　
No.1

　
No.6

Topics

▲１班（増田公民館にて）

▲２班（仙台高専にて）▲３班（文化会館にて）
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名取市議会の情報はこちらから 名取市議会

活動内容は
　「いつでも・だれでも・いつまでも」をモットー
に、市民がスポーツを楽しみながら、気持ちの充
実や体を動かす喜びを感じること、さらに地域コ
ミュニティーの活性化を目指しています。また、運
動施設の維持管理や広報誌の発行、スポーツで
活躍する方の紹介、イベント情報の発信をしてい
ます。
今後の取組は
　熱中症対策等を継続しながら、新しいスポー
ツの普及にも取り組み、多くの方に生涯にわたっ
てスポーツを楽しんでもらえるきっかけ作りに努
めていきたいです。

　新体制となった委員会で議会だよりの編
集を始めてから、早くも１年が過ぎました。
議会と市民をつなぐ広報と広聴の在り方
や、よりよい議会だよりを研究するため、令
和６年に北海道芽室町、留萌市、滝川市
で先進事例の取組を調査いたしました。
（報告書は議会ホームページを御覧ください）

　市民の暮らしのことを市民を代表して決定
するのが市議会です。その概要と要点を、でき
るだけ分かりやすく伝えるため、紙面づくりの
研究も重ねていきたいと考えております。
　　

NPO法人名取市スポーツ協会の皆さんから
お話を伺いました。

委員長

令和７年２月定例会は、

2月20日（木）
開会予定です。

議会を読もう 議会を傍聴しよう

会議録を読もう 議会を動画で見よう 議会に参加しよう

※スマートフォンやタブレット
　端末での視聴にも対応してい
　ます。

　会議はどなたでも傍聴することがで
きます。会議の日程は、市議会ホーム
ページで御確認いただくか、議会事
務局（022-384-2109）へ
お問い合わせください。

　本会議の模様をインターネットで
中継（生中継・録画中継）しています。
ぜひ御活用ください。

　議会に対して陳情などを提出する
ことができます。
　陳情とは、特定の事項について議
会などに実情を訴え、適切な措置を
要望することです。

　本会議及び財務常任委員会等の
会議録をインターネットで公開してい
ます。詳細な議論の内容の確認に、
ぜひ御活用ください。

　なとり市議会だよりは、２月、５月、
８月、11月に発行しています。
　バックナンバーは、ホームページ
でも御覧いただけます。

右から　会長　二階堂芳賞さん　副会長　高橋とし子さん

　　　 理事長　浅川輝彦さん　事務局員　鎌田寿広さん

　　　 事務局員　石川智子さん

にかいどうよしたか

あさかわてるひこ

いしかわともこ

かま た としひろ

たかはし こ


